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三
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の
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イ
政
変
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そ
の
背
景
に
つ
い
て
の
一
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察
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本

雅

弥

【
要
約
】
一
八
九
三
年
の
ハ
ワ
イ
肇
は
合
衆
国
へ
の
併
合
藷
提
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
・
ア
メ
リ
カ
史
の
立
場
か
ら
点
る
な
ら
ば
・
　

こ
れ
は
九
八
年
の
米
西
戦
争
を
転
機
と
す
る
合
衆
国
海
外
発
展
へ
の
一
里
塚
で
あ
っ
た
。
一
方
ハ
ワ
イ
側
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
近
代
化
達
成
の
た
め

に
当
然
辿
ら
ね
ば
な
ら
な
い
段
階
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
元
来
、
ハ
ワ
イ
は
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
多
く
受
け
て
来
た
。
な
か
で
も
、
一
八
二
〇
年
以
降
来
島
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
果
し
た
民
心
は
大
き

か
っ
た
。
彼
ら
は
伝
道
事
業
を
通
し
て
主
導
層
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
継
い
だ
子
供
た
ち
は
ハ
ワ
イ
生
れ
の
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
、
局
島
の

近
代
化
を
促
進
し
よ
5
と
し
た
。
こ
の
動
き
と
ア
メ
リ
カ
の
海
外
発
展
機
運
と
が
出
会
つ
た
と
こ
ろ
に
ハ
ワ
イ
政
変
の
独
自
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
太
・
稿
は
、
と
も
に
寛
教
師
の
子
供
で
あ
る
、
併
合
論
者
、
L
・
A
・
サ
ー
ス
ト
ン
と
、
臨
時
政
府
首
席
、
S
・
B
・
ド
ー
ル
の
行
動
を
通
し
て
ハ
ワ
イ
政

変
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

岬

　
一
八
九
八
年
の
米
西
戦
争
は
、
・
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
一
つ
の
重
大
な
転
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
る
フ
は
ス
ト
　
デ
ス
テ
イ
ニ
イ

で
あ
る
。
半
批
紀
前
に
は
、
合
衆
国
の
太
平
洋
岸
ま
で
の
拡
大
が
「
膨
脹
の
天
命
」

と
呼
ば
れ
た
が
、
今
度
は
、
海
外
発
展
を
「
膨
脹
の
天
命
」
と
す
る
第
ニ
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ニ
ィ
の
機
運
が
熟
す
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
米
西
戦
争
の
結
果
と
し
て
の
キ
ュ
ー
バ
独
立
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
ブ
エ
ル
ト
・

リ
コ
領
有
は
、
そ
の
機
運
を
大
い
に
高
め
る
の
に
役
立
つ
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
行
わ
れ
た
ハ
ワ
イ
併
合
も
、
第
ニ
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ユ
ィ
の
所
産
で
あ
っ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
ハ
ワ
イ

併
合
と
、
米
西
戦
争
の
結
果
生
じ
た
諸
問
題
と
は
、
性
格
上
事
情
を
異
に
し
て

い
る
。
A
口
衆
国
内
の
世
瓢
酬
を
緬
弟
ニ
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
。
デ
ス
テ
ィ
ニ
ィ
に
向
深
げ
た
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と
言
う
点
で
は
、
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
が
、
後
岩
の
場
合
は
、
ア
メ
リ
カ
側

の
一
方
的
主
張
に
よ
っ
た
の
に
対
し
て
、
前
者
の
場
合
に
は
、
ハ
ワ
イ
と
合
衆

国
両
側
の
合
意
に
よ
っ
た
と
さ
え
い
い
得
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時

の
ハ
ワ
イ
駐
在
ア
メ
リ
カ
公
使
、
J
・
L
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
（
言
プ
濤
U
o
p
＜
客
搾

ω
け
。
＜
2
屋
）
の
国
務
省
宛
書
簡
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
　
「
ハ
ワ
イ
の
梨
は
今
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

全
く
熟
し
た
。
そ
し
て
、
合
衆
国
に
と
っ
て
そ
れ
を
も
ぎ
と
る
に
は
絶
好
の
蒔
」

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
膨
脹
政
策
を
受
け
入
れ
よ
う
と

す
る
準
備
が
十
分
整
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ハ
ワ
イ
の
合
衆
国
へ
の
併
合
は
、
早
く
も
一
八
六
八
年
頃
か
ら
、
同
島
の
経

済
不
況
の
度
毎
に
、
克
服
策
の
一
つ
と
し
て
、
湿
地
在
住
の
白
人
社
会
で
論
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヰ
ク
ゼ
イ
シ
む
ン
ロ
ク
ラ
ブ

さ
れ
て
来
た
。
九
二
年
に
組
織
さ
れ
た
秘
密
政
治
面
祉
、
併
合
倶
楽
部
が
遂

に
こ
の
動
き
を
押
し
進
め
て
、
翌
九
三
年
に
は
ハ
ワ
イ
王
朝
を
倒
し
、
併
合
を
前

提
と
し
た
臨
隣
政
府
を
つ
く
り
上
げ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
外
交
史
家
丁
・

A
・
ペ
イ
リ
ー
（
8
習
ヨ
舘
｝
民
器
ぞ
切
込
①
団
）
が
、
ハ
ワ
イ
併
合
を
「
も
う

　
　
　
　
　
　
②

　
つ
の
テ
キ
サ
ス
」
と
讐
え
た
の
は
、
同
地
在
住
の
人
々
の
間
に
あ
っ
た
こ
の

よ
う
な
動
き
が
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
併
合
の
道
を
開
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
元
来
、
西
欧
諸
国
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
太
平
洋
諸
地
域
の
近
代
化
は
、
キ
リ

ス
ト
教
宣
教
師
に
負
5
と
こ
ろ
が
大
ぎ
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
歴
史
家
A
・
A
・
コ
ス
キ
ネ
ン
（
〉
鴛
づ
。
＞
●
丙
。
ω
｝
臼
お
嵩
）
が
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
酒
動
は
、
ロ
…
マ
教
会
の
そ
れ
に
先
行
し

　
　
　
　
　
　
⑤

て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
入
ク
ッ
ク
（
冒
B
。
ω
O
o
o
障
）
船
長
の
第
一
次
探
検
航
海
後
、
ハ
ワ

イ
諸
島
は
ザ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
諸
島
と
言
う
名
で
西
欧
粒
会
に
知
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
一
七
七
八
年
目
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
十
六
年
後
の
九
六
年
に
は
、

ハ
ワ
イ
島
幽
身
の
、
カ
メ
翻
訳
ハ
一
世
（
溶
黛
富
配
嬉
ヨ
2
属
困
）
が
ハ
ワ
イ
の

統
一
を
な
し
と
げ
、
宣
教
師
の
来
島
を
み
た
の
は
、
さ
ら
に
二
十
四
年
後
の
一

八
二
〇
年
三
月
三
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
ソ
リ
ぶ
ま
ド

　
ボ
ス
ト
ン
に
そ
の
本
部
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
海
外
伝
道
委
員
会
（
＞
B
o
二
∩
9
5

ζご

n
鴛
（
囲
o
h
O
O
ヨ
諺
嵐
。
。
δ
P
禽
ω
眺
。
円
司
○
器
粛
一
回
窪
貯
。
。
δ
塁
）
は
、
七
名
の
宣

教
師
団
を
派
遣
し
た
が
、
そ
の
内
訳
は
、
牧
師
二
名
、
医
師
一
名
、
教
師
二
名
、

印
捌
技
術
者
、
農
業
技
術
者
各
一
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
た
だ
単
に
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ヂ
イ
ア
ソ

業
駒
牧
師
だ
け
で
は
な
い
宣
教
師
団
は
、
す
で
に
ア
，
♪
リ
カ
西
部
の
原
住
民
伝

道
の
た
め
に
も
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
未
決
発
地
域
の
伝
道

に
は
、
神
の
福
音
を
伝
え
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
や
す
く
す
る
た
め

の
文
明
化
を
促
進
す
る
こ
と
も
、
重
要
な
矧
的
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
た
め
で

あ
る
。

　
第
一
回
ハ
ワ
イ
派
遣
叡
断
の
、
ボ
ー
ド
か
ら
の
指
令
書
に
も
、
そ
の
意
図
は

明
ら
か
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
諸
氏
は
、
全
人
民
を
キ
ジ
ス
ト
教
文
明
の
高
尚
な
生
活
に
完
全
に
引
き
上
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④

　
げ
る
よ
う
、
心
を
砕
か
ね
ば
な
ら
な
い
扁
と
。

　
さ
ら
に
、
福
音
を
伝
え
る
の
に
必
要
な
過
程
と
し
て
次
の
指
示
を
与
え
て
い

る
。　

「
原
住
民
の
語
る
言
葉
を
覚
え
る
こ
と
。
彼
ら
に
文
字
を
教
え
、
聖
書
を
読

　
む
能
力
を
与
え
る
こ
と
。
野
蛮
な
行
動
や
習
慣
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
。
文
明

　
生
活
、
文
明
社
会
に
お
け
る
技
術
と
機
構
と
利
用
法
を
紹
介
し
、
彼
ら
自
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
で
広
い
実
践
、
応
用
を
行
え
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。
」

　
こ
の
書
簡
に
み
ら
れ
る
、
　
「
キ
リ
ス
ト
教
交
明
」
、
　
「
文
晩
生
活
襯
、
そ
し
て

「
文
明
社
会
」
と
言
う
言
葉
に
は
、
ハ
ワ
イ
の
近
代
化
と
切
り
離
す
こ
と
の
出

来
な
い
意
味
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
文
明
こ
そ
唯
一
の
愚
輩
で
あ
る

と
す
る
当
時
の
宣
教
師
の
信
念
が
如
実
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
℃
一
八

四
九
年
に
来
島
し
た
宣
教
医
師
C
・
H
・
ウ
ェ
ッ
ト
モ
ア
（
e
舜
二
霧
譲
ヨ
9
穿

δ
団
♂
く
簿
ヨ
。
円
。
）
が
四
十
年
の
奉
仕
の
後
、
妹
に
書
き
送
っ
た
書
簡
も
ま
た

そ
の
好
例
の
一
つ
で
あ
る
。
彼
は
ホ
ノ
ル
ル
の
近
代
化
に
つ
い
て
、
感
慨
を
こ

め
て
述
べ
て
い
る
。

　
「
（
町
に
は
）
煉
瓦
建
や
、
石
造
、
木
造
建
の
大
ぎ
な
街
区
が
見
ら
れ
る
。

　
…
…
丁
度
今
、
立
派
な
路
繭
鉄
道
馬
車
が
、
他
の
文
開
化
し
キ
リ
ス
ト
教
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
し
た
国
と
同
じ
よ
う
に
乗
客
を
乗
せ
て
通
り
過
ぎ
て
行
っ
た
」
と
。

　
彼
は
明
ら
か
に
、
　
「
文
開
化
」
と
「
キ
リ
ス
ト
教
化
」
と
を
要
義
に
解
釈
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
医
臨
に
と
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
化
す
る
こ
と
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
、
文
明
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
野
饗
で
あ
る
母
国
の

生
溝
様
式
を
書
入
す
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
文
明
化
す
る
こ
と
で
で
も
あ
っ
た

の
で
あ
る
β
こ
の
素
朴
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
た
め
に
こ
そ
、
ね
ば
り
あ
る
信

念
に
支
え
ら
れ
、
当
初
の
宣
教
師
達
は
伝
道
事
業
に
励
み
、
ハ
ワ
イ
の
近
代
化

に
貢
献
す
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
彼
ら
の
働
き
は
形
と
方
法
こ
そ
違
え
、
子
供
達
に
受
け
継
が
れ
た
。
父
達
の

共
通
の
事
業
の
ゆ
え
に
、
患
子
・
娘
た
ち
は
互
を
「
従
兄
弟
達
」
と
呼
び
あ
い
、

そ
う
す
る
こ
と
で
、
一
つ
の
集
団
を
作
っ
て
行
っ
た
。
「
従
兄
弟
達
」
は
や
が

て
一
八
九
三
年
、
政
変
の
に
な
い
手
と
な
る
の
で
あ
り
、
合
衆
国
へ
の
ハ
ワ
イ

併
合
を
促
進
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
私
は
こ
の
ノ
ー
ト
で
、
一
八
九
三
年
の
ハ
ワ
イ
政
変
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
宣

教
師
の
子
供
達
を
基
幹
と
し
た
同
地
在
住
の
人
々
が
、
い
か
に
ハ
ワ
イ
を
交
明

化
し
、
近
代
化
し
よ
う
と
し
た
か
、
そ
し
て
、
丁
度
そ
の
上
げ
潮
に
あ
っ
た
ア

メ
リ
カ
の
海
外
発
展
機
運
、
す
な
わ
ち
、
第
ニ
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ニ

ィ
に
い
か
に
参
与
し
た
か
に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
と
思
う
。
次
章
で
は
、
そ

こ
に
至
る
経
済
事
情
と
、
宣
教
師
の
第
二
・
三
世
代
の
こ
れ
に
か
ら
ん
だ
動
き

に
つ
い
て
、
第
三
章
で
は
、
政
治
事
惜
と
彼
ら
の
関
連
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
第

四
章
で
は
、
九
三
年
の
政
変
と
、
彼
ら
「
従
兄
弟
達
」
の
活
動
に
つ
い
て
考
え

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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二

　
ハ
ワ
イ
経
済
と
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
と
の
結
び
つ
ぎ
は
、
互
恵
条
約
に
よ
っ
て

憾
久
駒
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
一
八
七
五
年
一
月
三
十
日
に
締
結
さ
れ
、

翌
年
の
九
月
九
日
に
発
効
を
見
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
結
果
、
ハ
ワ
イ
の
主
要
農
産
物
で
あ
る
砂
糖
の
合
衆
国
向
け
無
関
税
輪

出
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
他
国
と
の
同
種
の
条
約
締
結
、
租
借

地
の
設
定
、
土
地
利
用
の
特
権
賦
与
、
こ
れ
ら
の
三
項
目
の
禁
止
が
そ
の
条
項

　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
中
に
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
条
約
発
効
は
、
ハ
ワ
イ
・
ア
メ
リ
カ
問
の
次
の
よ

う
な
要
因
に
よ
っ
て
生
み
毘
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ハ
ワ
イ
側
と
し

て
は
、
発
展
し
つ
つ
あ
る
砂
糖
業
に
、
安
定
し
た
市
場
が
必
要
で
あ
っ
た
点
、

ア
メ
リ
カ
側
に
と
っ
て
は
、
閥
け
つ
つ
あ
る
太
平
洋
貿
易
の
伸
継
基
地
と
し
て
、

ま
た
軍
票
基
地
と
し
て
ハ
ワ
イ
を
重
視
し
た
点
で
あ
る
。

　
元
来
、
白
人
渡
来
以
前
の
ハ
ワ
イ
に
は
、
組
織
的
な
農
業
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
に
こ
そ
、
「
文
明
生
活
、
文
明
社
会
に
お
け
る
技
術
と
機
構
と
利

　
　
　
　
⑧

用
法
を
紹
介
」
す
る
た
め
に
、
農
業
技
術
者
D
・
チ
ェ
イ
ン
バ
リ
ン
（
U
§
巨

Ω
多
ヨ
σ
〇
二
巴
昌
）
が
一
八
二
〇
年
の
宣
教
師
団
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
農
業
指
導
は
、
伝
道
事
業
に
此
べ
て
あ
ま
り
進
展
し
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
事
清
に
つ
い
て
は
、
伝
道
開
始
後
十
六
年
目
の
三
六
年
に
、

ボ
ス
ト
ン
の
本
部
へ
送
ら
れ
た
覚
え
書
の
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
門
人
々
は
こ
の
国
の
資
源
を
囎
発
す
る
た
め
に
、
農
業
、
工
業
、
お
よ
び
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
く
の
中
藍
季
段
に
つ
い
て
の
秀
れ
た
指
導
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
。

　
右
に
加
え
て
、
こ
の
覚
え
書
で
は
、
指
導
が
あ
く
ま
で
も
伝
道
の
妨
げ
と
な

ら
ぬ
よ
う
、
ボ
ー
ド
の
手
で
行
わ
れ
る
ぺ
ぎ
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
そ
の
前
年
、
カ
ウ
ア
イ
島
の
コ
ロ
ア
に
ア
メ
リ
カ
系
資
本
の
ラ
ッ
ド

商
会
（
】
C
餌
創
α
魑
　
O
o
．
）
が
、
間
島
首
長
の
土
地
を
借
り
受
け
、
　
ハ
ワ
イ
で
初
め

て
の
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
閥
い
た
た
め
で
あ
る
。
さ
い
わ
い
、
同
商
会

は
回
教
師
団
に
対
し
て
非
常
に
友
好
的
で
あ
っ
た
が
、
宜
教
師
達
は
、
将
来
多

く
の
同
業
が
起
る
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ボ
ー
ド
は
こ
の
覚
え
書
を
、
痛
己
の
権
限
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
却
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
「
宣
教
師
達
は
原
住
民
と
交
換
を
行
な
っ
て
い
た
㌧

の
で
あ
り
、
　
「
彼
ら
は
土
地
を
取
り
上
げ
、
原
住
民
に
は
そ
の
代
り
聖
書
が
与

　
　
　
⑭

え
ら
れ
た
」
と
の
批
判
の
声
も
あ
っ
た
。

　
こ
れ
と
同
種
の
批
判
は
、
宣
教
師
団
の
中
か
ら
も
嵐
て
来
て
い
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
八
三
一
年
に
来
島
し
た
寛
教
医
師
D
・
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
（
O
ξ
里
国

匂d

b
α
毛
ぎ
）
は
、
前
記
の
覚
え
書
よ
り
も
四
年
前
の
三
二
年
八
月
に
、
ボ
ー
ド

の
委
員
R
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（
即
¢
財
。
。
〉
愚
亭
。
話
。
己
に
次
の
よ
う
書
き
送
っ

て
い
る
。

　
「
金
持
に
な
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
が
、
『
余
裕
の
あ
る
、
住
み
や
す
い
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環
境
を
作
る
た
め
』
に
当
地
の
宣
教
師
達
が
持
っ
て
い
る
資
源
は
…
…
多
分
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ヂ
イ
シ
ロ
ソ

委
員
会
の
人
々
が
想
像
す
る
以
上
で
し
ょ
う
。
…
…
ほ
と
ん
ど
の
伝
道
所
で

　
は
、
山
羊
、
弗
、
豚
を
飼
っ
て
い
ま
す
。
…
…
先
任
看
達
は
小
作
人
を
江
つ

　
て
い
ま
す
。
故
圏
の
牧
師
に
比
べ
る
と
、
彼
ら
は
は
る
か
に
多
く
の
も
の
を

持
っ
て
い
る
の
で
す
。
…
…
我
々
の
敬
虞
の
念
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、

　
以
上
の
説
明
か
ら
し
て
疑
問
の
余
地
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
し
か
し
、
協
同
生

活
を
し
て
い
る
者
達
は
、
世
俗
に
迷
わ
さ
れ
る
こ
と
が
比
較
的
少
い
の
で
す
。

　
献
身
と
敬
語
の
念
と
が
深
ま
り
、
…
…
こ
れ
ら
の
資
源
の
す
べ
て
が
宣
教
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
た
め
に
絹
い
ら
れ
る
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。
」

　
ま
た
、
宣
教
医
師
A
。
チ
ャ
ー
ピ
ソ
（
諺
δ
二
凶
o
O
プ
炉
℃
ヨ
）
は
、
三
三
年
に

こ
う
書
い
て
い
る
。

　
「
我
々
す
べ
て
は
浄
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
の
ま
わ
り
に
は
、
こ
の

世
の
も
の
が
氾
濫
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
こ
の
世
の
も
の
に
対
す
る
努
力
が

多
す
ぎ
る
。
こ
の
前
の
総
会
で
、
宜
教
師
達
の
不
当
な
土
地
所
有
が
論
議
さ

　
れ
た
。
欝
長
の
も
っ
て
い
る
権
威
と
、
責
任
と
に
上
手
に
と
り
入
り
、
原
住

畏
家
族
に
土
地
を
小
作
さ
せ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
土
地
所
有
者

が
、
土
地
の
状
況
、
土
地
収
入
、
小
作
料
収
納
方
法
お
よ
び
、
そ
の
収
入
に

　
つ
い
て
、
本
都
に
報
告
書
を
送
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
…
…
こ
れ
ら
の
土

　
地
が
、
も
と
の
所
有
者
…
…
に
返
却
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
、
キ
リ
ス
ト
の
道
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

従
う
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
扁

　
こ
の
よ
う
に
、
数
々
の
内
外
か
ら
の
批
綱
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
状
は
そ
の

ま
ま
続
い
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
チ
ャ
ー
ピ
ン
と
共
に
来
島
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ナ
イ
シ
ヨ
ァ

マ
ウ
イ
島
ワ
イ
ル
ク
に
伝
道
所
を
開
い
た
R
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
（
涛
ぎ
げ
母
傷

》
目
旨
。
。
¢
o
轟
σ
q
）
は
、
四
〇
年
七
月
七
二
付
で
次
の
よ
う
に
書
き
と
め
て
い
る
。

　
「
私
は
時
折
、
少
し
の
時
間
を
農
耕
に
あ
て
る
。
も
し
余
裕
が
あ
れ
ば
、
も

　
つ
と
時
間
を
さ
き
た
い
。
そ
れ
は
泓
が
ず
っ
と
手
が
け
て
来
た
仕
事
で
あ
り
、

　
疲
れ
た
時
、
睡
眠
を
愛
す
る
の
と
同
じ
に
、
私
は
そ
れ
を
愛
し
て
い
る
。
泓

　
は
約
十
二
頭
の
牛
に
く
び
き
を
付
け
、
飼
い
馴
ら
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
原

噛
住
民
を
助
け
、
彼
ら
の
重
荷
を
軽
く
す
る
の
に
貢
献
し
た
。
…
…
私
は
、
王

　
の
要
請
を
受
け
、
甘
庶
栽
培
を
す
す
め
る
仕
事
に
携
わ
っ
た
。
…
…
（
今
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
に
は
）
十
エ
ー
カ
…
分
の
収
穫
が
あ
る
だ
ろ
う
。
偏

　
現
に
ア
…
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
は
自
ら
農
業
に
従
事
し
、
ハ
ワ
イ
人
に
と
っ
て
は

新
し
い
技
徳
で
あ
っ
た
、
役
牛
な
ら
び
に
牛
車
の
使
用
法
を
教
え
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
遊
佐
畏
の
生
濤
を
豊
か
に
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
彼
ら
を
「
文
明

社
会
」
へ
と
轟
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
、
こ
の
勤
勉
さ
が
欝
を
つ
く

ら
せ
、
宣
教
師
ら
し
か
ら
ぬ
と
の
批
判
を
招
く
結
果
に
な
っ
た
の
も
事
実
で
あ

る
。　

十
二
園
に
わ
た
っ
て
、
八
十
余
名
の
宣
教
師
を
ハ
ワ
イ
に
派
遣
し
た
ア
メ
リ

カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
伝
道
事
業
は
、
非
常
な
成
功
を
収
め
た
．
そ
の
た
め
、
ボ
ー

124　（444）



一八九三年のハワイ政変とその背罎についての一考察（出本）

　
　
　
ハ
ワ
イ
ア
ソ
コ
ボ
ぎ
ド

ド
は
、
ハ
ワ
イ
福
音
協
会
（
ゴ
δ
】
W
O
ρ
鼠
O
h
菩
O
譲
ρ
河
鱒
陣
写
憐
肖
！
、
ρ
貰
σ
q
O
瞬
O
鎮

冴
も
。
も
。
o
o
貯
雌
§
）
を
創
設
し
て
、
そ
の
伝
道
事
業
の
権
限
を
移
譲
し
ょ
う
と
し

た
。
こ
れ
は
一
八
四
八
年
よ
り
六
三
年
に
至
る
十
五
年
間
の
移
行
期
間
を
経
て
、

・
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
今
や
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
は
、
ハ
ワ
イ
か
ら

全
く
手
を
引
い
た
。
同
ボ
ー
ド
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
宜
教
師
達
は
、
ハ
ワ
イ

市
民
と
な
り
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ボ
ー
ド
の
牧
師
と
し
て
、
原
住
民
牧
師
と
共
に

飯
道
事
業
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
界
に
お
い
て
ハ

ワ
イ
は
、
も
は
や
宣
教
師
を
必
要
と
す
る
開
拓
地
で
は
な
く
、
独
立
し
た
教
会

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
段
階
を
越
え
た
後
に
は
、
ま
た
も
新
し
い

課
題
が
起
っ
て
来
た
。
一
八
二
三
年
に
現
地
財
務
委
員
と
し
て
来
島
し
た
L
・

T
・
チ
ェ
イ
ン
バ
リ
ン
（
い
O
＜
一
8
■
Ω
属
ヨ
ヴ
O
「
軍
ぎ
）
は
、
　
ハ
ワ
イ
ア
ン
・

ボ
ー
ド
の
独
立
に
あ
た
っ
て
、
四
九
年
の
総
会
で
よ
ろ
こ
び
を
も
っ
て
語
っ
て

い
る
。

　
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
こ
の
新
し
い
動
き
が
始
ま
っ
た
か
ら
し
て
、
実
業
や
政
府

　
の
仕
事
に
つ
く
た
め
ハ
ワ
イ
の
愚
詠
権
を
取
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
も
は
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
誰
も
反
対
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
総
会
で
は
、
一
八
三
六
年
に
渡
来
の
E
・
0
・
ホ
ー
ル
（
潟
無
毛
ぎ

○
ω
o
震
国
夢
躍
）
が
政
府
の
機
関
紙
ポ
リ
ネ
シ
ァ
ソ
（
§
δ
勺
。
帯
昌
。
甑
窪
）
を

編
集
す
る
た
め
、
宣
教
師
団
を
離
れ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
ハ
ワ
イ

王
室
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
が
建
て
た
首
長
子
弟
学
校

（
Ω
凱
焦
、
も
。
Ω
色
鳥
円
。
諄
、
ω
Q
Q
o
げ
o
o
一
）
の
教
師
A
・
S
・
ク
ッ
ク
（
〉
諺
。
ψ
望
〔
鍾
同

0
8
冨
）
お
よ
び
会
計
委
員
S
・
K
・
キ
ャ
ス
ル
（
。
。
門
藁
菰
｝
翠
。
霧
ぎ
）

（
共
に
一
八
三
七
年
来
島
）
が
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ボ
ー
ド
の
財
政
を
援
助
す
る

た
め
、
実
業
に
つ
く
こ
と
が
満
場
二
黒
で
認
め
ら
れ
た
。

　
後
に
ハ
ワ
イ
五
大
財
閥
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
キ
ャ
ス
ル
・
ク
ッ
ク
商
会

（
O
霧
江
。
上
巳
O
o
o
犀
ρ
○
◎
・
）
を
右
の
二
人
が
始
め
た
の
は
、
二
年
後
の
五

一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
薪
し
い
環
境
に
応
じ
た
潜
は
他
に
も
多
か
っ
た
。
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

人
の
宣
教
師
達
が
、
全
部
で
三
千
六
百
五
十
五
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
購
入
し
た
。

こ
れ
は
折
し
も
、
ハ
ワ
イ
人
口
の
減
少
に
と
も
な
っ
て
生
じ
た
余
剰
の
土
地
を
、

責
任
あ
る
人
々
に
安
価
で
譲
ろ
う
と
す
る
、
最
高
裁
判
所
長
富
W
・
L
・
り
一

（
ぐ
く
嫁
一
見
ρ
謎
一
　
り
一
睦
け
一
〇
　
H
し
O
㊦
）
と
導
燈
院
の
要
望
と
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
四
八
年
以
来
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
離
れ
、
政
府
の
職
に
つ
い
た
前
述
の
ア
ー

ム
ス
ト
ロ
ン
グ
は
、
こ
の
画
期
的
な
変
化
を
支
持
し
て
次
の
よ
う
に
欝
っ
て
い

る
。　

「
寛
教
師
が
も
っ
と
世
俗
の
仕
事
に
携
わ
る
必
要
が
生
じ
て
来
る
だ
ろ
う
。

　
彼
ら
の
行
動
に
対
し
て
、
金
を
集
め
る
と
か
、
こ
の
世
を
愛
す
る
と
か
の
毒

　
気
を
含
ん
だ
中
傷
が
聞
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
も
し
そ
の
働
き
が
、
シ
オ
ン
の
繁
栄
に
益
す
る
な
ら
ば
、
究
極
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
に
言
っ
て
そ
の
名
は
後
世
に
残
る
で
あ
ろ
う
。
」

　
以
上
の
よ
う
な
一
連
の
繋
ぎ
は
、
ハ
ワ
イ
社
会
に
新
し
い
影
響
力
を
与
え
ず
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に
は
お
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
こ
の
期
間
は
ハ
ワ
イ
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
、
一
つ
の
転
換
期
で
あ

っ
た
。
と
匿
う
の
は
、
石
油
発
見
に
と
も
な
う
捕
鯨
産
業
の
衰
退
と
時
を
同
じ

く
し
て
・
天
四
〇
年
代
に
は
、
カ
ル
ζ
ル
ニ
ァ
に
ゴ
ル
ド
・
デ
・
ζ

が
起
つ
た
。
叢
濃
へ
の
移
属
の
増
加
は
、
農
産
物
の
供
給
を
ハ
ワ
イ
に
仰
ぐ
．
」

と
と
な
り
、
従
来
捕
鯨
業
の
基
地
と
し
て
栄
え
た
ハ
ワ
イ
は
、
農
産
物
を
逓
じ

て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
結
び
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
一
八
六
一
年
よ
り
七
年
間

に
わ
た
っ
て
戦
わ
れ
た
南
北
戦
争
は
、
気
候
に
恵
ま
れ
た
ハ
ワ
イ
を
合
衆
国
へ

の
砂
糖
の
供
給
地
と
し
て
、
よ
り
重
要
な
も
の
と
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
の
経
済
上
の
絆
を
強
め
た
ハ
ワ
イ
は
、
一
八
七
五
年
の
互

恵
条
約
に
よ
っ
て
、
全
く
ア
メ
リ
カ
経
済
圏
の
申
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

さ
ら
に
、
八
七
年
の
嗣
条
約
更
新
に
際
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
要
求
を
入
れ
て
、

真
珠
湾
の
租
借
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
（
条
約
は
）
長
い
間
、
唯
一
の
救
い
と
し
て
、
実
業
界
の
多
く
の
渚
が
待

　
ち
あ
こ
が
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
宣
教
師
と
そ
の
子
孫
、
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
び
関
係
者
に
と
っ
て
も
、
そ
の
思
い
は
全
く
岡
一
の
も
の
…
…
」

で
あ
る
と
す
る
、
C
・
T
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
（
Ω
二
五
。
。
。
日
・
O
巳
三
白
）
の
愚
㎝
阿

葉
は
、
互
恵
条
約
に
対
す
る
宣
教
師
社
会
の
反
響
を
い
み
じ
く
も
反
映
し
て
い

る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
以
後
三
十
年
た
ら
ず
の
う
ち
に
、
ハ
ワ
イ
経
済
に
深
灘
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

の
は
、
一
八
九
〇
年
に
、
含
衆
国
で
そ
の
成
立
を
み
た
、
マ
ヅ
キ
ン
リ
！
関
税

法
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
砂
糖
輸
入
を
自
由
に
す
る
と
と
も
に
、
国
内

藍
糖
に
は
ポ
ン
ド
あ
た
り
ニ
セ
ソ
ト
の
補
助
金
支
出
を
取
り
決
め
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
関
税
法
に
よ
っ
て
、
従
来
ハ
ワ
イ
が
享
受
し
て
い
た
互
恵
条
約
の

特
権
は
、
全
く
無
効
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
深
刻
な
不
況
の
下
に
お
か
れ
た
ハ

ワ
イ
で
は
、
合
衆
国
に
併
合
さ
れ
る
道
を
辿
る
か
、
あ
る
い
は
、
関
税
岡
盟
を

結
ん
で
ア
メ
リ
カ
の
保
護
国
と
な
る
か
が
、
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ハ

ワ
イ
の
大
プ
ラ
ン
タ
ー
層
は
、
む
し
ろ
後
者
を
選
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
現
行
の
契
約
労
働
、
お
よ
び
東
洋
系
移
民
労
働
が
、
併
合
に
と
も

な
っ
て
合
衆
国
法
に
制
約
さ
れ
る
の
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、

ハ
ワ
イ
政
府
…
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
と
隅
島
産
砂
糖
を
園
内
産
な
み
に
扱
う
よ
う
、

関
税
同
盟
に
つ
い
て
の
交
渉
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ハ
ワ
イ
の
去
就
を
め
ぐ
っ
て
論
議
や
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
た
時
、

前
述
の
宣
教
師
達
は
す
で
に
引
退
し
、
そ
の
子
供
達
の
身
代
と
な
っ
て
い
た
。

彼
ら
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
先
の
ギ
ュ
…
リ
ッ
ク
が
興
味
深
い
記
事
を
残
し
て

い
る
。

　
「
宣
教
師
の
子
供
た
ち
が
、
父
の
選
ん
だ
道
に
入
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と

　
は
、
重
要
な
纂
実
と
し
て
注
揖
に
奮
い
す
る
。
島
民
た
ち
が
、
魂
の
追
求
に

　
没
頭
し
て
い
る
間
に
、
他
方
、
宣
教
師
の
子
供
ら
は
、
節
倹
と
勤
勉
さ
の
効
，

　
果
的
な
利
用
法
に
注
意
を
払
っ
た
。
現
在
、
彼
ら
の
選
択
の
確
か
さ
は
、
あ

126　（446）・



一一一一 ｪ九三年のハワイ政変とその背県についての一考察（出本）

　
る
人
た
ち
の
莫
大
な
年
収
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
夢
物
語

　
の
そ
の
ま
た
夢
以
上
の
額
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
八
八
九
年
度
の
爺
ル

　
ド
ウ
ィ
ン
（
ヒ
ご
9
一
像
！
く
一
P
）
の
総
収
入
は
三
十
万
ド
ル
を
越
え
、
そ
れ
に
続
い

　
て
は
、
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
（
≦
二
〇
〇
拷
）
、
ベ
イ
リ
…
（
ゆ
p
嬬
。
図
）
、
ア
レ
グ

　
ザ
ン
ダ
ー
（
艶
一
〇
メ
ρ
二
二
〇
戸
，
）
、
キ
ャ
ス
ル
（
O
欝
。
。
¢
O
）
、
ク
ッ
ク
（
O
O
O
ぽ
O
）
、

　
ラ
イ
ス
（
囲
窃
o
o
）
が
お
り
、
他
の
者
も
ほ
と
ん
ど
阿
程
度
の
幸
運
を
つ
か
ん

　
　
　
⑭

　
で
い
る
」
と
。

　
事
実
、
　
W
・
P
・
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
…
　
（
イ
≦
豪
9
諺
℃
●
㌦
ζ
o
疑
二
ρ
二
自
～
八

三
二
年
来
島
）
の
息
子
、
τ
・
S
・
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
と
、
前
述
の
D
・
ボ
ル

ド
ウ
ィ
ン
の
息
子
、
H
・
P
・
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ボ
ル

ド
ウ
ィ
ン
商
会
（
〉
冨
図
聖
凌
賃
螢
口
O
切
9
自
署
坤
一
ど
O
o
．
）
を
つ
く
っ
て
活
躍
し
、

後
に
キ
ャ
ス
ル
・
ク
ッ
ク
商
会
と
と
も
に
、
ハ
ワ
イ
五
大
財
閥
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
八
九
三
年
政
変
の
蒔
、
　
「
従
兄
弟
達
」
が
占
め
て
い
た
地
位
を
知
る
一
つ

の
冒
安
に
な
る
の
は
、
別
表
第
一
表
に
示
す
、
当
蒔
に
お
け
る
彼
ら
の
砂
糖
業

投
資
状
況
で
あ
る
。
こ
の
表
に
見
ら
れ
る
総
額
二
百
五
十
六
万
九
千
三
百
八
十

ド
ル
は
、
ハ
ワ
イ
生
れ
ア
メ
リ
カ
人
の
持
株
総
額
（
二
萄
九
十
六
万
瓢
百
八
ナ

ド
ル
）
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お
り
、
ハ
ワ
イ
の
砂
糖
株
総
額
二
千
七
百
六
十

九
万
四
千
二
否
九
十
ド
ル
の
約
一
割
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
人
組
織
で
な

い
個
人
企
業
農
園
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
全
評
価
額
三
酉
万
ド
ル
の
六

分
の
一
以
上
に
あ
た
る
五
十
四
万
ド
ル
は
、
彼
ら
の
農
園
で
あ
っ
た
。
以
上
で

も
わ
か
る
よ
う
に
、
一
八
九
三
年
政
変
前
夜
に
お
け
る
「
従
兄
弟
達
」
の
経
済

力
は
、
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
の
心
葉
を
か
り
る
な
ら
ば
、
　
「
こ
の
国
の
財
源
を
彼
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
手
中
に
収
め
た
と
欝
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
」
程
で
あ
る
。

三

・
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
一
八
八
七
年
の
革
命
は
、
六
年
後
の
同
島
政
変
へ
の
道
を

開
く
こ
と
と
な
っ
た
。
互
恵
条
約
が
そ
の
経
済
の
転
換
期
と
な
っ
た
よ
う
に
、

こ
れ
は
政
界
の
エ
ポ
ッ
ク
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
七
四
年
の
ル
ナ
リ
二
王
つ
く
陣
日
戸
要
目
Ω
い
臣
挙
白
。
）
の
死
後
、
カ
ラ

ヵ
ウ
ァ
（
回
）
ρ
〈
一
q
　
H
ハ
餌
同
欝
渥
勲
露
ρ
）
が
王
位
に
つ
き
、
ま
ず
自
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
に
、

赴
い
て
互
恵
条
約
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
経
済
面
で
は
合

衆
國
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
た
王
で
は
あ
っ
た
が
、
政
治
面
で
は
ハ
ワ
イ
復
古

主
義
思
想
を
堅
持
し
て
い
た
。
彼
は
事
実
、
ハ
ワ
イ
人
の
み
の
秘
密
政
治
結
社
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ハ
レ
・
ナ
ウ
ア
（
鵠
ρ
一
①
　
ヴ
酬
ρ
β
騨
）
を
つ
く
る
一
方
、
ハ
ワ
イ
を
中
心
と
し
、
ポ

リ
ネ
シ
ア
諸
島
全
域
を
ふ
く
む
大
海
上
王
国
建
設
の
夢
を
描
い
た
り
も
し
、
て
い

た
。
イ
タ
リ
ア
人
C
・
C
・
モ
レ
ノ
（
0
9
ω
O
O
ρ
Φ
ω
鍵
9
0
お
口
。
）
を
首
相
に

任
命
す
る
こ
と
で
、
密
己
本
来
の
政
策
を
打
ち
出
そ
う
と
し
た
王
は
、
ハ
ワ
イ

人
を
も
含
む
人
々
の
反
対
に
あ
っ
て
失
敗
し
た
。
そ
こ
で
、
今
度
は
　
八
八
二
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年
に
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
W
・
M
・
ギ
ブ
ス
ソ
（
！
＜
巴
零
目
ン
．
囲
戸
薄
塗
O
∂
。
。
9
ρ
）

を
首
梢
に
し
、
　
「
ハ
ワ
イ
人
の
た
め
の
ハ
ワ
イ
」
政
策
を
押
し
進
め
た
。
し
か

し
、
こ
の
ギ
ブ
ス
ン
内
閣
は
不
評
で
あ
り
、
砂
糖
業
の
好
況
が
不
況
に
転
じ
た

八
六
年
を
契
機
と
し
て
、
選
挙
不
正
、
財
政
混
乱
を
正
す
た
め
の
改
革
機
運
が
、

白
人
縫
会
を
中
心
に
熟
し
て
来
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
一
中
国
人
に
よ
っ
て

ひ
ぎ
お
こ
さ
れ
た
、
阿
片
販
売
認
可
に
か
ら
ま
る
収
賄
事
件
に
は
国
王
自
身
が

ま
き
こ
ま
れ
、
改
革
派
勢
力
を
ひ
ど
く
刺
激
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
そ
の
根
底
に
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
体
質
的
に
受
け
付
け
な
い
ニ
ュ
…
・

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
的
潔
癖
さ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
　
ミ
ヨ
ヂ
イ
ン
グ

　
こ
う
し
て
八
七
年
六
月
三
十
日
に
は
、
属
衆
集
合
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
つ

く
ら
れ
た
十
三
人
委
員
会
は
、
武
力
を
も
つ
て
、
国
王
に
ギ
ブ
ス
ン
内
競
の
罷

免
、
憲
法
の
改
正
、
お
よ
び
王
に
よ
る
選
挙
、
議
会
干
渉
の
停
止
を
要
求
し
た
。

王
は
こ
れ
に
屈
し
て
そ
の
要
求
を
受
け
入
れ
、
七
月
六
日
に
は
「
武
力
憲
法
」

（
頃
曙
。
き
叶
9
器
藻
煽
ぎ
欝
）
と
呼
ば
れ
る
新
憲
法
を
発
布
し
た
。
こ
の
主
要

点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
一
、
ハ
ワ
イ
生
れ
で
な
い
ア
メ
リ
カ
入
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
、
憲
法
支
持
の

　
　
宣
誓
の
み
で
選
挙
権
を
与
え
る
こ
と
。

　
二
、
立
法
府
議
員
の
公
職
兼
任
禁
止
。

　
三
、
貴
族
院
議
員
の
王
に
よ
る
任
命
制
よ
り
、
財
産
資
格
を
伴
う
選
挙
制
へ

　
　
の
改
正
。

　
四
、
立
法
府
票
数
三
分
の
二
に
よ
る
園
王
拒
否
権
の
無
効
。

　
五
、
王
の
政
治
行
動
に
対
す
る
内
閣
責
佳
稠
の
確
立
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

　
六
、
立
法
府
の
み
に
よ
る
閣
僚
の
罷
免
制
の
確
立
。

　
こ
の
憲
法
は
革
命
の
主
導
団
体
、
す
な
わ
ち
、
改
革
派
勢
力
を
中
心
と
す
る

ハ
ワ
イ
政
治
連
盟
（
国
凹
く
訟
㌶
コ
℃
9
界
圃
。
高
い
o
ρ
σ
Q
頭
。
）
の
要
求
に
全
く
合
致

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
改
革
派
の
意
図
し
た
英
国
風
の
責
任
内
閣
制

。
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
改
革
派
の
成
功
は
、
王
を
中
心
と
し
、
ハ
ワ
イ
人
を
基
幹
と

す
る
復
古
主
義
思
想
を
刺
激
し
た
。
彼
ら
は
王
党
派
を
結
成
し
て
、
さ
ら
に
王

権
伸
張
を
計
ろ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
歴
史
家
S
・
K
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

ズ
は
、
彼
ら
の
思
想
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
よ
り
は
む
し
ろ
、
ネ
イ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ヴ
ィ
ズ
ム
（
原
住
民
・
解
義
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
彼
ら
の
政
治
匿
的
は
、
い

わ
ゆ
る
「
武
力
憲
法
」
の
改
正
、
な
い
し
は
廃
止
で
あ
っ
た
。

　
元
来
、
ハ
ワ
イ
の
政
治
は
そ
の
当
初
よ
り
、
宣
教
師
団
の
影
響
を
非
常
に
強

く
受
け
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
回
派
遣
冑
…
教
師
団
に
対
し
て
、
ボ
ー

ド
は
次
の
よ
う
な
指
令
を
下
し
て
い
る
。
　
「
諸
氏
は
原
住
罠
の
地
方
的
、
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

い
は
政
治
的
利
害
に
一
切
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
。
ま
た
一
方
、
現
地
の

意
見
と
し
て
は
、
例
の
三
六
年
の
覚
え
書
の
中
で
、
　
「
彼
ら
（
原
住
民
）
は
、

産
業
を
起
し
、
そ
れ
を
円
滑
に
運
営
し
、
そ
の
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
の
政
治

128　（448）



一八九三年のハワイ政変とその背景についての一考察（11体）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

機
構
に
つ
い
て
、
有
益
な
助
冨
を
切
に
求
め
て
い
る
ご
と
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
一
方
で
は
「
政
府
機
構
に
つ
い
て
有
益
な
助
言
を
求
め
る
」
現
実
に
接
し
、

他
方
で
は
「
政
治
納
利
害
に
一
切
関
与
」
し
な
い
よ
う
に
指
令
さ
れ
た
宜
教
師
は
、

三
人
の
資
格
で
ハ
ワ
イ
政
治
に
参
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
W
．

リ
チ
ャ
ー
ズ
（
ノ
＜
∋
卿
p
ヨ
ヵ
答
プ
ρ
益
。
ゆ
一
八
二
三
年
来
島
）
は
、
王
の
宮
廷
牧

師
、
教
師
、
翻
訳
官
に
な
る
た
め
に
、
一
八
ミ
八
年
、
ボ
ー
ド
と
の
関
係
を
絶

っ
て
い
る
。
ま
た
、
G
・
P
・
ジ
ャ
ッ
ド
（
○
。
凄
烏
鷺
霞
ヨ
9
0
冒
O
α
一
八

二
八
年
来
島
）
も
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
を
助
け
る
た
め
、
四
ご
年
に
退
糧
し
て
い
る
。

彼
は
そ
の
問
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
「
通
訳
や
、
翻
訳
者
と
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
頻
繁
に
な
り
、
重
祷
と
な

　
つ
て
来
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
政
治
に
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
宣
教
師
と
し

　
て
の
立
場
が
、
お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
　
（
政
府

　
の
）
仕
事
を
や
め
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
は
な
れ
る
べ
き
か

　
を
決
心
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
私
自
身
の
気
持
と
し
て
は
、
前
者
を
選

　
び
た
い
。
私
は
私
の
職
業
を
望
む
し
、
ま
た
ボ
ー
ド
と
の
関
係
も
つ
づ
け
た

　
い
。
し
か
し
、
政
府
が
直
面
し
て
い
る
こ
の
窮
状
打
開
の
た
め
に
は
、
他
に

　
誰
も
適
当
な
人
は
い
な
い
。
…
…
王
は
…
…
リ
チ
ャ
ー
ズ
氏
の
不
在
中
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
⑳

　
の
代
理
を
私
が
勤
め
る
よ
う
に
と
の
強
い
意
向
を
披
澄
し
た
。
篇

　
ま
た
ジ
ャ
ッ
ド
は
、
自
己
の
行
動
に
対
し
て
、
　
「
お
前
は
不
浄
の
食
欲
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

め
に
神
へ
の
奉
仕
か
ら
は
な
れ
た
」
と
い
う
強
い
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
あ

わ
ぜ
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
種
の
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
リ
チ
ャ
…
ズ
は
ハ
ワ
イ
の
権
利
章
典

（一

ｪ
三
九
年
制
定
）
、
お
よ
び
同
島
初
の
憲
法
（
一
八
陽
○
年
皇
女
）
に
も
貫

献
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
思
想
を
反
映
し
て
い
る
条
項
が
権
利
章
典
中
に
は

多
く
み
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
一
例
を
引
い
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
エ
ホ
バ
の
神
の
欝
葉
と
矛
盾
す
る
、
ま
た
は
神
の
陽
葉
の
♂
般
的
紬
棺
神
と

　
矛
盾
す
る
い
か
な
る
法
律
を
も
制
定
し
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
の
諸
島
の
す
べ
て

　
の
法
律
は
、
神
の
掟
の
一
般
的
精
神
と
合
致
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
⑳

　
い
。
」

　
憲
法
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
お
よ
そ
四
〇
年
憲
法
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
な
批
判
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
　
「
昔
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
近
代
的
概
念
と
、
原
住
民
の
複
雑
な
封
建
思
想
と
が
複
合
さ
れ
た
も
の
」
で

あ
っ
た
、
と
。
こ
の
よ
う
な
批
判
こ
そ
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
影
響
力
を
｛
畏
書
き
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
軍
陣
に
、
そ
れ
は
リ
チ
ャ
ー
ズ
を
通
し
て
表
わ
れ
た
宣

教
師
融
の
意
志
で
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
政
治
に
関
与
す
る
た
め
に
は
、
退
団
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
宣
教
師
達
と
は

ち
が
っ
て
、
干
供
達
は
、
も
っ
と
自
由
に
活
躍
す
る
こ
と
が
繊
来
た
。
実
際
に

政
治
に
関
与
し
た
「
従
兄
弟
達
」
と
し
て
は
、
カ
ラ
カ
ウ
ア
王
の
と
ぎ
司
法
大

臣
を
つ
と
め
た
W
・
N
・
ア
r
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
（
≦
臨
β
ヨ
以
①
く
ぎ
ω
〉
目
ヨ
ー
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。。

?
８
σ
q
）
、
国
王
の
待
従
の
C
・
H
・
ジ
ャ
ッ
ド
（
O
冨
き
ω
国
霧
甑
護
。
・
冒
＆
）
、

ル
ナ
リ
ロ
王
の
司
法
大
距
で
、
後
に
最
高
裁
判
所
長
宮
と
な
っ
た
A
・
F
・
ジ

ャ
ッ
ド
（
巴
σ
。
黙
野
窪
a
。
・
冒
壼
）
、
さ
ら
に
、
枢
密
顧
問
官
と
貴
族
院
議

員
と
し
て
活
躍
し
た
C
・
R
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
（
Ω
μ
㌶
δ
ω
菊
。
①
幽
ゆ
δ
財
○
℃
）
な

ど
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
臨
来
る
。

　
一
方
、
改
革
派
運
動
に
参
加
し
た
「
従
兄
弟
達
」
も
少
く
な
か
っ
た
。
当
時

の
人
々
が
、
こ
の
派
を
指
し
て
宣
教
師
党
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
勢
力

の
程
を
う
か
が
い
知
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
モ
レ
ノ
に
反
対
す
る
マ
ス
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
か
ら
誕
生
し
た
十
三
人
委
員
会
の
構
成
メ
ジ
バ
ー
に
、
W
・
R
・

キ
ャ
ス
ル
（
ノ
ζ
告
欝
ヨ
”
■
O
ρ
ω
窪
①
）
、
　
S
・
B
・
ド
ー
ル
（
匂
D
9
鼠
O
巳
切
㊤
や

冨
巳
U
o
冨
）
、
そ
れ
に
、
W
・
W
・
ホ
ー
ル
（
芝
．
／
＜
．
¢
簿
謬
）
が
加
わ
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
開
か
れ
た
王
党
派
の
マ
ス
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、

R
・
W
・
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
（
カ
〇
一
）
O
『
什
　
を
．
　
ノ
＜
一
｝
O
O
図
）
が
、
　
「
外
国
人
ど
も

は
彼
ら
富
身
の
陰
謀
の
た
め
に
混
乱
を
招
い
て
い
る
。
糖
に
宣
教
師
の
息
子
ど

　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

も
が
…
…
」
と
言
っ
た
言
葉
は
、
当
蒋
の
事
情
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
興
味

深
い
。

　
立
法
府
の
改
革
派
勢
力
の
中
で
も
、
一
八
八
四
年
の
選
挙
で
は
S
・
B
・
ド

ー
ル
、
W
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
（
／
＜
蛭
類
即
日
　
多
O
1
く
①
一
一
）
、
ヒ
ッ
チ
ロ
ッ
ク
（
攻
防
－

　
　
　
⑪

o
び
8
。
貯
）
ら
が
選
ば
れ
、
八
六
年
に
ほ
W
・
R
・
キ
ャ
ス
ル
、
L
・
A
・
サ

…
ス
．
ト
ン
（
ご
O
巴
冠
一
鵠
　
》
轟
自
目
O
ぞ
ω
　
ロ
リ
ぴ
葺
峠
の
仲
O
嵩
）
、
S
・
B
・
ド
ー
ル
が
議
席
に

つ
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
翌
八
七
年
の
革
命
後
に
は
、
改
革
派
内
閣
の
内
務
大
臣
に
L
・
A
・

サ
ー
ス
ト
ン
が
、
最
高
裁
判
所
の
判
藝
に
S
・
8
・
ド
ー
ル
が
、
そ
れ
ぞ
れ
任

命
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
程
多
数
の
「
従
兄
弟
」
を
ハ
ワ
イ
政
界
に
乗
り
出
さ
せ
た
動
機
を
、
S
・

登
・
ド
ー
ル
の
書
簡
は
如
実
に
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
が
、
マ
ッ
サ
チ
ュ
一

口
ッ
ツ
州
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
カ
レ
ッ
ヂ
に
勉
学
中
の
一
八
六
七
年
に
家
族
に

宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
私
の
将
来
に
つ
い
て
、
マ
ー
ク
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
（
竃
禦
げ
躍
○
覧
ハ
ぎ
。
段
）
学

　
長
と
相
談
し
ま
し
た
。
先
生
は
私
の
考
え
に
賛
意
を
表
し
て
下
さ
い
ま
湿
た
。

　
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
と
し
て
、
私
は
真
剣
に
考
え
て
い
る
つ
も

　
り
で
す
。
法
律
学
は
、
政
府
に
影
響
を
与
え
、
力
を
与
え
得
る
手
段
で
あ
る

　
と
思
い
ま
す
。
政
府
は
今
や
、
有
能
な
人
材
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

・
人
は
、
原
住
罠
達
に
伝
道
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
、
道
徳
お
よ
び
正
義
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
に
、
も
っ
と
よ
い
こ
と
を
な
し
得
る
と
思
い
ま
す
。
」

　
ま
た
、
次
の
書
簡
に
は
、

　
「
…
…
私
は
法
律
こ
そ
私
の
生
涯
か
け
て
の
仕
事
、
す
な
わ
ち
、
究
極
に
お

　
い
て
神
と
人
と
に
警
ば
れ
る
唯
一
の
道
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
平
和
を
生
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
幽
す
真
実
の
法
律
事
務
所
は
、
牧
師
の
事
務
所
の
隣
り
に
あ
る
も
の
で
す
。
」

と
あ
る
。
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ド
ー
ル
の
使
命
観
を
「
従
兄
弟
達
」
全
員
の
決
意
と
見
な
す
こ
と
は
、
彼
ら

を
あ
ま
り
に
も
美
化
す
る
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
の

口
述
書
を
見
る
な
ら
ば
、
ド
ー
ル
の
考
え
が
、
単
に
彼
個
人
の
も
の
に
止
ま
ら

な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
「
こ
の
集
団
の
人
々
（
宣
教
師
家
族
た
ち
）
、
特
に
も
と
も
と
の
宣
教
師
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
ウ
　
　
ト

　
は
、
気
分
ら
を
、
ハ
ワ
イ
原
佳
罠
は
勿
論
の
こ
と
、
同
じ
罠
族
の
『
外
部
か

　
　
ダ
　
ぎ
ズ

　
サ
　
イ

　
ら
の
人
々
』
よ
り
も
道
徳
的
、
祇
会
酌
に
高
い
地
位
を
占
め
て
い
る
者
と
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
じ
、
ま
た
そ
う
だ
と
子
供
達
に
教
え
て
来
た
…
…
」
と
。

　
こ
の
言
葉
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
宣
教
師
の
選
民
意
識
の
も
と
に
育
つ
た
人
々

が
、
ド
ー
ル
の
よ
う
な
使
命
観
を
も
つ
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
観
念

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
改
革
派
と
し
て
ハ
ワ
イ
政
治
の
中
に
入
っ
て
行
け
た
の

で
あ
る
。

四

　
一
八
八
七
年
の
革
命
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
新
憲
法
の
制
定
は
、
王
党
派
の

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
を
か
き
た
て
は
し
た
が
、
そ
れ
が
現
に
表
爾
化
し
て
来
た

の
は
、
R
・
W
・
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
に
よ
る
七
九
年
置
反
乱
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。
混
血
児
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
は
、
モ
レ
ノ
の
失
脚
後
、
彼
に
伴
わ
れ
て
イ
タ

リ
ヤ
に
渡
り
、
そ
こ
で
近
代
戦
術
を
学
ん
で
来
た
。
改
革
党
内
閣
に
反
対
し
て

挙
丘
ハ
し
た
彼
の
反
乱
は
、
一
般
の
支
持
を
受
け
る
こ
と
な
く
鎮
圧
さ
れ
た
。
ま

た
王
党
派
は
、
原
住
民
の
政
治
結
社
で
あ
る
「
フ
イ
・
カ
ラ
イ
ア
イ
ナ
」

（
頃
魚
精
義
巴
巴
口
ρ
）
を
結
成
し
、
そ
れ
を
障
体
と
し
て
国
疑
改
革
党
（
裳
鉱

ケ
。
旨
巴
驚
o
h
o
コ
昌
昌
鴛
受
）
を
つ
く
り
上
げ
た
。
一
八
九
〇
年
の
選
挙
で
は
、

こ
の
党
が
僅
少
の
差
で
勝
利
を
し
め
、
政
権
は
改
革
党
内
閣
よ
り
、
両
党
の
連

立
内
閣
に
移
っ
た
。

　
九
一
年
よ
月
二
十
臼
に
カ
ラ
カ
ウ
ァ
王
は
残
し
、
妹
の
リ
リ
ウ
オ
カ
ラ
ニ

（
い
田
畠
猷
囚
麟
津
。
冒
¢
ヴ
ρ
ご
嵩
¢
9
内
巴
ρ
巳
）
が
王
位
に
つ
い
た
。
彼
女
は
前
王
よ

り
王
権
伸
張
主
義
に
徹
し
、
八
七
年
革
命
の
結
果
成
立
し
た
憲
法
に
は
不
満
で

あ
っ
た
。

　
九
二
年
の
選
挙
に
は
、
前
述
の
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
が
ひ
き
い
る
自
由
党
も
選

挙
戦
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
国
畏
改
革
党
二
十
、
改
革
党
十
八
、
自
由

党
十
一
の
議
席
配
分
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
成
立
し
た
自
由
党
と
改
革
党
と
の
提

携
に
よ
る
内
閣
は
、
九
三
年
一
月
十
二
日
に
立
法
府
で
不
信
佳
さ
れ
た
。
女
王

は
、
予
想
を
蓑
切
っ
て
、
次
期
内
閣
首
班
に
～
・
F
・
コ
ル
バ
ー
ン
（
い
劉

O
o
高
湿
一
こ
を
任
命
し
た
が
、
新
閣
僚
メ
ン
バ
ー
は
一
般
の
、
特
に
白
人
社
会

か
ら
の
不
評
を
招
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
二
日
後
の
十
四
碍
、
立
法
府
は
閉
会
し
、
ブ
イ
・
カ
ラ
イ
ァ
イ
ナ
の
要
請
と

い
う
立
て
前
で
、
新
憲
法
発
布
の
勅
命
が
ま
さ
に
下
さ
れ
る
事
態
に
至
っ
た
。

従
来
の
八
七
年
憲
法
と
の
異
な
る
主
要
点
は
、
次
の
通
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
一
、
貴
族
院
議
員
の
任
免
権
を
国
王
に
復
す
る
こ
と
。
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二
、
内
閣
大
臣
は
国
王
の
専
断
に
よ
っ
て
変
更
し
得
る
こ
と
。

　
三
、
ハ
ワ
イ
人
に
は
入
頭
税
を
免
除
し
、
白
人
に
は
、
ハ
ワ
イ
人
と
結
婚
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
た
も
の
以
外
、
こ
の
特
典
を
与
え
ぬ
こ
と
。

　
以
上
の
諸
点
で
明
ら
か
な
通
り
、
こ
の
新
憲
法
の
発
効
に
こ
そ
、
ハ
ワ
イ
の

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
鐙
摺
し
た
も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
R
・
W
・
ウ
ィ
ル

コ
ヅ
ク
ス
の
反
乱
、
一
八
九
〇
年
、
九
二
年
選
挙
で
の
照
罠
改
革
党
の
進
繊
は
、

み
な
こ
の
ゴ
ー
ル
へ
の
歩
み
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
高
揚
は
、
そ
の
目
標
が
今
や
達
成
さ
れ

る
か
に
見
え
た
時
、
全
く
予
想
外
の
結
果
を
も
た
ら
す
に
至
っ
た
。
つ
蒙
り
、

女
王
の
こ
の
行
動
は
ハ
ワ
イ
政
変
を
引
ぎ
起
し
、
四
日
後
の
十
七
臼
に
は
王
綱

廃
庇
、
合
衆
国
へ
の
併
合
を
前
提
と
し
た
臨
時
政
府
樹
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
政
変
を
主
と
し
て
推
進
し
た
の
は
、
ハ
ワ
イ
駐
在
公
使
J
・
L
・
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
ズ
と
、
聖
主
政
治
結
社
ア
ネ
ク
ゼ
イ
シ
ョ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
力
で
あ
っ

た
。　

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
は
、
か
ね
て
ハ
ワ
イ
へ
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
国
務
長

官
J
・
G
・
ブ
レ
イ
ン
（
｝
斜
諺
Φ
q
。
Q
罠
。
。
・
営
。
じ
d
下
之
）
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
、

一
八
八
九
年
九
月
以
来
、
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
彼
は
改
革
党
の
入
々
に
関
心
を

持
ち
、
度
々
周
忌
幹
部
達
と
会
談
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
九
一
年
二
月
十
六

日
、
即
位
直
後
の
女
王
に
拝
謁
し
た
際
、
彼
は
あ
え
て
女
王
に
、
内
閣
の
権
利

と
立
法
府
の
責
任
と
を
尊
重
し
、
そ
の
治
世
を
「
合
憲
的
な
も
の
」
と
な
す
よ

う
警
告
し
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
政
変
に
あ
た
っ
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
は
、
ホ
ノ
ル
ル
に
碇
泊
中
の

合
衆
國
軍
艦
ボ
ス
ト
ン
弩
よ
り
軍
隊
を
上
陳
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
白
人
社
会

の
結
成
し
た
安
全
委
黄
会
の
要
請
に
応
じ
、
ア
メ
リ
カ
甫
民
の
生
命
財
産
保
護

の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ハ
ワ
イ
政
府
か
ら
の
要
講
に
よ
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
亡
の
軍
隊
は
、
政
変
の
決
定
的
臼
晴
で
あ
る
一
月
十
七
日
に
、

こ
れ
も
ま
た
決
定
的
場
所
と
な
っ
た
ハ
ワ
イ
政
庁
の
か
た
わ
ら
に
終
費
駐
屯
し

て
い
た
。
歴
史
家
3
・
W
・
プ
ラ
ッ
ト
（
濯
ぎ
。
・
棄
回
ぎ
ヨ
翠
鋒
）
が
論

　
　
　
　
　
　
⑯

じ
て
い
る
通
り
、
政
変
を
成
功
さ
せ
た
最
後
の
き
め
手
は
含
衆
魍
の
こ
の
軍
隊

で
あ
っ
た
。
そ
の
事
情
は
、
後
に
引
用
す
る
女
王
の
退
位
宣
言
に
も
明
ら
か
で

あ
る
。

　
政
変
の
も
う
一
つ
の
推
進
力
と
な
っ
た
ア
ネ
ク
ゼ
イ
シ
ョ
ン
・
ク
ラ
ブ
は
、

政
変
の
前
年
の
九
二
年
に
結
成
さ
れ
た
。
歴
史
家
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
に
よ
れ
ぽ
、

ク
ラ
ブ
は
「
大
プ
ラ
ン
タ
ー
層
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
く
、
急
進
的
な
人
々

　
　
　
⑰

の
集
り
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
導
者
は
、
同
年
ハ
ワ
イ
に
定
住
し
た
ア
メ
リ
カ

人
法
律
家
の
薮
・
銭
・
ク
ー
パ
ー
（
瓢
。
母
廻
国
B
o
。
。
伴
O
o
o
や
鶏
）
と
、
八
七

年
革
命
の
指
導
者
の
一
人
で
あ
り
、
「
従
兄
弟
達
」
の
一
人
で
で
も
あ
る
、
L
・

A
・
サ
ー
ス
ト
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
「
ハ
ワ
イ
の
サ
ム
エ
ル
・
ア
ダ
ム
ズ
」
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一h ｪ九三年のハワイ歌変とその背漿についての一考察（山本）

　
　
　
　
　
　
　
㊦

（
ω
ρ
導
蛋
㊦
一
　
」
〆
魁
9
一
影
も
蔭
）
と
奮
え
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
伝
記
作
家
の
E
・
デ
イ

モ
ン
（
軋
り
叶
プ
O
一
　
囲
）
ρ
ヨ
O
峯
）
は
、
ク
ー
パ
ー
と
サ
ー
ス
ト
ン
の
関
係
を
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
サ
ー
ス
ト
ン
は
、
ハ
ワ
イ
独
立
の
熱
心
な
支
持
着
だ
つ
た
が
、
ク
ー
パ
ー

　
の
意
見
に
同
意
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
今
直
ち
に
併
合
を
促
進

　
す
る
の
で
は
な
い
が
、
女
王
の
政
策
が
絶
対
王
捌
に
も
ど
る
場
合
、
す
ぐ
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
動
を
起
せ
る
よ
う
準
備
を
整
え
る
の
が
賢
明
で
あ
る
偏
と
。

　
ク
ラ
ブ
の
目
的
は
、
第
一
に
、
合
衆
国
の
指
導
考
層
に
接
近
し
、
第
二
に
、

併
合
へ
の
世
論
が
ア
メ
リ
カ
で
高
ま
っ
た
時
、
慎
重
に
そ
の
計
幽
を
進
め
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
の
実
際
的
な
工
作
と
し
て
、
サ
t
ス
ト
ン
は
ワ
シ
ン

ト
ン
に
派
遣
さ
れ
、
圏
務
長
官
ブ
レ
イ
ン
、
海
軍
長
官
B
・
F
・
ト
レ
イ
シ
ー

（
切
。
ロ
山
歩
ぎ
屑
塊
2
涛
に
昌
日
同
曽
。
《
）
、
下
院
外
交
委
員
長
J
・
K
・
プ
ラ
ン
ト

（
三
白
㊦
①
霞
。
謬
“
¢
湯
o
P
切
ざ
郎
一
洋
）
と
会
見
し
て
い
る
。

　
政
変
が
現
に
起
つ
た
時
、
そ
の
に
な
い
手
は
亡
の
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
政
変
の
推
進
力
と
な
っ
た
安
全
委
員
会
の
全
員
十
三
名
は
、
こ
こ
か
ら
出

た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
名
前
は
別
表
第
二
図
に
示
す
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
中

に
は
、
資
産
家
も
多
く
、
ま
た
、
　
「
従
兄
弟
達
」
の
四
人
も
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
安
全
委
員
会
は
強
硬
な
態
度
を
持
ち
続
け
た
。
十
六
日
に
女
王
が
前
勅

令
の
取
消
し
宣
言
を
行
い
、
妥
協
を
試
み
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
そ
の

午
後
、
マ
ス
：
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
千
二
資
六
十
余
儀
の
民

衆
は
一
堂
に
会
し
、
　
「
い
か
に
す
れ
ば
ハ
ワ
イ
の
法
と
秩
序
が
維
持
さ
れ
、
生

命
財
産
が
保
護
さ
れ
る
か
を
研
究
す
る
」
よ
う
、
委
員
会
に
委
任
し
た
。
し
か

し
委
員
会
で
は
す
で
に
サ
ー
ス
ト
ン
の
提
案
に
従
っ
て
、
王
制
廃
止
、
臨
暁
政

麿
樹
立
の
宣
雷
、
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
軍
隊
上
陸
の
要
請
が
決
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
政
府
樹
立
は
あ
く
ま
で
も
、
ハ
ワ
イ
を
合
衆
圏
に
併
合
さ
せ
る
こ
と
を
前

提
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
問
題
は
何
ら
ミ
；
テ
ィ
ン
グ
で
諮
ら
れ

な
か
っ
た
ば
か
．
り
で
な
く
、
議
長
を
つ
と
め
た
W
・
C
・
フ
ィ
ル
ダ
ー
（
≦
等

＝
斜
ヨ
O
．
／
≦
罷
巽
）
は
次
の
よ
う
な
発
言
を
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
我
々
は
こ
こ
に
革
命
主
義
者
と
し
て
会
す
る
の
で
は
な
く
、
集
会
を
開
ぎ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
不
満
を
述
べ
る
権
利
を
持
つ
、
平
和
な
篭
工
と
し
て
会
す
る
。
」

　
岡
日
夕
刻
、
委
員
会
は
、
臨
時
政
府
首
席
の
最
適
任
者
と
し
て
、
最
高
裁
判

所
次
席
判
築
S
・
H
・
ド
…
ル
を
外
部
か
ら
選
出
し
た
。
七
日
朝
、
ド
ー
ル
は

そ
の
職
を
正
式
に
受
諾
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
王
鋼
廃
止
と
臨
蒔
政
府
樹
立

の
宣
　
爵
が
ハ
ワ
イ
政
庁
前
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
同
日
午
後
二
黒
二
十
分

の
こ
と
で
あ
る
。

　
女
王
は
、
そ
こ
に
、
駐
屯
す
る
ア
メ
リ
カ
軍
が
安
全
委
員
会
の
味
方
で
あ
る
と

考
え
、
遂
に
退
位
を
決
意
し
た
。
次
に
引
用
す
る
實
毒
に
は
、
決
意
の
動
機
が

明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
…
…
合
衆
国
が
踊
国
公
使
の
処
躍
を
悟
了
し
、
…
…
君
主
と
し
て
の
権
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
を
我
に
再
び
得
さ
せ
る
ま
で
…
…
」
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女
王
は
権
力
を
譲
渡
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
彼
女
の
性
急
な
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
体
綱
の
強
化
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
公
使
の
干
渉
、
強
引
な
ア
ネ
ク
ゼ
イ
シ
ョ
ン
・
ク

ラ
ブ
の
独
走
が
、
ハ
ワ
イ
の
政
変
を
成
就
さ
せ
た
。
臨
時
政
府
は
次
の
段
階
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

す
な
わ
ち
、
合
衆
国
へ
の
併
合
の
道
に
向
っ
て
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

五

　
臨
時
政
府
の
誉
席
と
な
っ
た
S
・
B
・
ド
ー
ル
は
、
そ
の
職
を
受
諾
す
る
に

あ
た
っ
て
次
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
新
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
時
に
は
、
数
ケ
月
中
に
合
衆
国
へ
の
併
合
が
期
待

　
さ
れ
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ハ
ワ
イ
の
難
問
題
が
終
り
を
告
げ
る
だ
ろ

　
　
⑭

　
う
」
と
。

　
ド
ー
ル
は
、
王
制
廃
止
こ
そ
、
ハ
ワ
イ
原
住
民
を
も
含
む
全
島
民
に
幸
福
を

約
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
彼
の
結
論
が
本
心
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
門
従
兄
弟
達
」
の
政
変
に
お
け
る
立
場
を
捉
え
る
こ
と

が
出
来
よ
う
。

　
八
七
年
革
命
ま
で
、
改
革
党
運
動
を
通
し
て
、
白
人
社
会
の
権
益
を
擁
護
し

た
ド
ー
ル
は
、
ハ
ワ
イ
生
れ
の
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
り
、
一
＝
一
・
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
社
会
か
ら
、
伝
道
の
た
め
に
渡
っ
て
来
た
宣
教
師
の
息
子
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
L
・
A
・
サ
ー
ス
ト
ン
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
改
革
党
員
で
あ
り
、

「
ハ
ワ
イ
独
立
の
熱
心
な
支
持
者
」
で
あ
っ
た
彼
は
、
ア
ネ
ク
ゼ
イ
シ
ョ
ン
．

ク
ラ
ブ
員
に
転
向
し
た
折
も
、
ハ
ワ
イ
生
れ
の
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
り
、
宣
教
師

の
孫
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
彼
の
併
合
へ
の
発
想
は
、
政

変
の
前
年
に
来
島
し
ア
ネ
ク
ゼ
イ
シ
ョ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
と
な
っ
た
H
．

£
・
ク
ー
パ
ー
や
、
第
二
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ニ
ィ
の
信
奉
巻
で
あ
っ

た
ア
メ
リ
カ
公
使
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
の
そ
れ
と
は
、
必
然
的
に
異
な
る
も
の
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ド
ー
ル
や
サ
…
ス
ト
ン
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
　
門
そ
の
土
地
の
子
供
」
（
激
9
㍗

　
　
　
②

ヨ
賦
コ
ρ
）
で
あ
り
、
　
ハ
ワ
イ
は
彼
ら
に
と
っ
て
門
我
が
ハ
ワ
イ
扁
　
（
顕
¢
・
甕
単
二

鮎
で
あ
っ
た
・
し
か
し
・
彼
ら
の
こ
の
犠
は
・
ハ
ワ
圭
室
を
媒
介
と

し
て
い
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、
王
室
の
臣
下
で
は
な
し
に

そ
の
助
言
希
で
あ
り
、
教
師
で
あ
っ
た
父
達
の
考
え
は
、
　
「
従
兄
弟
達
」
に
受

け
継
が
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
生
れ
で
あ
り
な
が
ら
、
ハ
ワ
イ
の
王

室
に
対
し
て
、
原
住
民
の
そ
れ
と
異
っ
た
感
情
を
持
っ
て
い
た
彼
ら
は
、
特
殊

な
立
場
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
王
室
が
一
た
び
復
古
主
義
的
傾
向
に
走
り
、
そ

の
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
が
高
揚
し
出
し
た
時
に
は
、
疎
外
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
市
民

と
し
て
団
結
し
、
王
制
廃
止
を
決
断
す
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
彼
ら
は
門
そ
の
土
地
の
子
供
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
宣
教
師
の
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

子
達
偏
　
（
二
ρ
げ
。
一
ぎ
。
訂
曽
ヨ
凶
。
。
δ
歪
曽
ユ
）
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
父
遼
は
ニ
ェ

…
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
か
ら
、
福
音
を
伝
道
す
る
た
め
に
選
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ば
れ
て
来
島
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
　
「
ハ
ワ
イ
原
住
昆
は
勿
論
の
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ジ
ズ

　
　
同
じ
民
族
の
『
外
部
か
ら
の
人
々
』
よ
り
も
道
徳
的
・
社
会
的
に
高
い
地
位
を

　
　
占
め
て
い
る
者
と
信
ず
る
」
選
民
意
識
を
常
に
抱
い
て
い
た
。
こ
の
意
識
は
子

　
　
供
達
の
も
の
で
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら
強
固
な
「
従
兄
弟
達
」
の
つ
な
が
り
が
生

　
　
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
通
達
の
伝
道
精
神
は
、
世
俗
化
し
た
形
で
子
供
達

　
　
の
中
に
生
き
、
政
治
に
外
し
て
ド
ー
ル
が
抱
い
た
使
命
観
を
与
え
、
さ
ら
に
改

　体
　
革
運
動
に
ま
で
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
臨
席
と
子
供
達
と
の
間
に
共
通
す
る
も

㊥　
　
の
は
、
父
達
へ
の
指
令
書
に
あ
る
よ
う
に
、
ハ
ワ
イ
人
を
「
文
明
の
高
尚
な
生

察考
　
活
に
完
全
に
引
き
上
げ
る
」
た
め
の
努
力
で
あ
っ
た
。

一の
、
　
彼
ら
は
故
郷
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
、
節
倹
と
勤
勉
さ

畷飢
を
持
ち
続
け
、
伝
道
事
業
に
当
っ
た
の
で
考
た
。
．
あ
覆
と
勤
勉
さ
と
は
、

駄
そ
の
ま
叢
の
世
代
羅
馨
れ
、
究
矯
に
は
、
「
従
兄
弟
達
」
寒
雲

背
　
憲
を
も
た
ら
す
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

のそ
　
　
と
こ
ろ
で
、
父
達
が
母
国
を
後
に
し
た
の
は
、
ハ
ワ
イ
原
佐
民
の
一
人
一
人

と腋
の
魂
の
救
い
の
た
め
で
あ
っ
た
．
生
禽
叢
叢
に
署
し
い
石
生
、
雰

イ
　
た
ち
に
有
利
で
あ
り
、
し
か
も
安
定
し
て
い
る
政
府
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼

碑
ら
の
関
心
謹
乱
費
手
産
め
る
の
で
は
な
窯
あ
く
ま
で
も
個
会
改
宗

の年
　
へ
導
き
、
そ
れ
を
通
し
て
個
入
に
幸
福
を
与
え
る
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
個
人
奪

三九
　
重
の
精
神
は
、
世
俗
化
さ
れ
つ
つ
も
子
供
達
に
流
れ
伝
わ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

八

一
　
　
「
従
兄
弟
達
」
の
時
代
に
も
、
王
室
政
府
よ
り
個
人
が
優
先
し
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
原
住
昆
を
も
含
む
全
島
民
の
幸
福
の
た
め
に
は
、
王
制
廃
止
と

云
う
政
府
機
構
の
改
変
は
止
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
そ
の
土
地
の
子
供
」
で
あ
り
、
　
「
宣
教
師
の
息
予
違
扁
で
も
あ
っ
た
彼
ら

は
、
さ
ら
に
ま
た
ア
メ
リ
カ
人
で
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
島
で
生
れ
、
島
で
育

つ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
渚
は
、
大
学
教
育
を
父
達
の
故
国
ア
メ
リ
カ
で

受
け
て
い
る
。
S
・
B
・
ド
ー
ル
が
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
カ
レ
ッ
ヂ
を
卒
業
し
、

」
・
A
・
サ
ー
ス
ト
ン
が
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学
に
学
ん
だ
の
は
そ
の
一
例
に
す
ぎ

な
い
。
合
衆
国
本
土
で
の
教
育
は
、
家
庭
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
と
し

て
の
霞
覚
と
共
に
、
ハ
ワ
イ
社
会
の
中
で
発
揮
さ
れ
た
。
彼
ら
の
影
響
力
が
強

け
れ
ば
強
い
程
、
ハ
ワ
イ
社
会
に
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
強
め
て
行
く
結
果
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
生
れ
と
し
て
行
な
う
改
革
運
動
は
、
ア
メ
リ
カ
的
思

考
に
支
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
　
ハ
ワ
イ
・
文
明
化
へ
の
努
力
は
、
言
い
か
え
れ
ば
、

同
島
の
ア
メ
リ
カ
化
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
丁
度
、
彼
ら
の
親
達
が
行
な
っ
た
ハ

ワ
イ
の
キ
リ
ス
ト
教
化
が
、
ア
メ
リ
カ
的
キ
リ
ス
ト
教
化
で
あ
っ
た
の
と
同
じ

で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
る
宣
教
師
家
族
の
ハ
ワ
イ
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
、
結
果

と
し
て
同
島
を
ア
メ
リ
カ
に
近
づ
け
る
一
つ
の
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
九
三

年
の
政
変
が
ア
メ
リ
カ
へ
の
併
合
を
前
提
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
内
部
か
ら
行
わ
れ

た
必
然
性
の
～
つ
は
こ
こ
に
あ
る
。

「
従
兄
弟
達
」
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
公
使
と
の
出
会
い
は
、
歴
史
的
に
意
義
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深
い
。
縁
返
す
な
ら
ば
、
前
考
は
ハ
ワ
イ
で
宜
教
師
の
蒙
庭
に
生
れ
、
し
か
も

ア
メ
リ
カ
入
と
し
て
育
つ
た
人
々
で
あ
り
、
後
者
は
、
一
八
九
〇
年
代
に
合
衆

中
で
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
第
二
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ニ
ィ
を
、
ハ
ワ
イ
で

代
蓑
す
る
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
一
一
つ
の
要
素
が
か
ら
み
合
っ
て
、

ハ
ワ
イ
の
併
合
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ
た
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。
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ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
し

　
ド
ー
ル
の
予
想
し
た
「
数
ケ
月
扁
は
、
合
衆
国
で
の
政
権
交
替
に
よ
っ
て

「
五
ケ
年
」
に
延
期
さ
れ
は
し
た
が
、
一
八
九
八
年
の
米
西
戦
争
に
お
け
る
、

婚
獲
一
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ニ
ィ
の
｛
局
潮
期
に
際
ぼ
し
、
遂
に
政
変
の
門
日
酌
一

は
達
せ
ら
れ
、
併
含
は
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
年
後
、
併
合
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
リ
ト
リ
イ

つ
て
全
島
氏
は
ア
メ
リ
カ
市
民
権
を
得
、
ハ
ワ
イ
は
ア
メ
リ
カ
の
準
州
の
一
つ

と
な
っ
た
。
こ
こ
に
同
島
は
、
経
済
的
に
も
軍
事
的
に
も
、
太
平
洋
に
お
け
る

合
衆
国
の
重
要
な
海
外
発
展
の
拠
点
と
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
の

合
衆
国
に
対
す
る
関
係
は
、
米
瀬
戦
争
の
結
果
と
し
て
起
つ
た
キ
ュ
ー
バ
独
立
、

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
領
有
の
場
合
と
く
ら
べ
て
全
く
異
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。
ハ
ワ
イ
で
は
「
梨
は
今
や
全
く
熟
し
」
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
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、
十
九
世
紀
末
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ア
メ
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す
で
に
七
十
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前
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ら
ニ
ュ

ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
々
が
地
道
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続
け
て
来
た
仕
事
に
助
け
ら
れ
て
、
海

外
発
展
の
実
り
を
と
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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一八九三年のハワイ政変とその背景についての　一一考察（山本）
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　　別表第1表

1893年におけるハワイ砂糖プランテーション法人に対する「従兄弟達」の投資状況

Name　of　Families

Ba｝dwin

Cooke

Wilcox

Cast｝e

Bailey

Rice

Smith

3udd

Ha11

Thurston

Raris

Damon
Alexander

Lyman
Forbes

Gulick

Richards

Dole

Coan

Bishop

Amount　of
Investments

＄　1284．600

　　409．980

　　374．500

　　277．000

　　60．000

　　56．000

　　41．900

　　17．700

　　10．300

　　　9．2Qe

　　　6．600

　　　6．000

　　　5．300

　　　3．900

　　　1．900

　　　1．700

　　　1．100

　　　　．800

　　　　．700

　　　　ユ00

Name　of　Missionaries

9wiglxt　Baldwin

Amos　Starr　Cooke

Abner　G．　Wilcox

Samuel　N．　Castle

Bailey

W．　Harrison　Rice

James　Wil｝iam　Smith

Gerrit　Parmele　Judd

Edwin　Oscar　Nall

Asa　Thurston
Paris

Sarnuel　Chenery　Damon

WHIiam　P．　Alexander

Rufus　1．yman

Anderson　Forbes
Peter　」．　Gulicl£

William　Richards

Daniel　Dole

Titus　Coan

Artemas　Bishop

Year　of
Arriva1

1831

1837

7
7
1
2
8
6
0
1
1
2
2
8
8
3
1
6
3

3
3
4
4
2
3
2
4
4
3
3
2
2
2
4
3
2

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　　total　＄　2569．380
（雛繍1欝綴UI｝’ted　States・1894・ApPendix　ll・A伽s’職Hawa’i）
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一一 ｪ九三年のハワイ政変とその膏無についての一考察（｝i体）

別表第2表

　　　1893年政変時における安全委員会名簿

）　ame ’Nationality Occupation

Bolte，　C．

Brown，
Andrew

Castle，　Wil－

liam　R．

Cooper，
Henry　E．

Emmeluth，
John

Lansing，
T．　F．

1’lcCandless，
J．　A．

McChesney，
F．　W．

Smith，

xvmiam　O．

Suhr，　Ed－
ward

Thurston，
Lorrin　A．

Waterhouse，
Kenry

Wilder，
w．　c．

German
American

Hawaii
born　Ame－

　rlcan

American

　　　　lt

　　　　lt

　　　　’ノ

　　　　lt

H翫waii
born　Ame－

　rlcan

Germ餌

Hawaii
born　Ame－

　rlcan

British

American

　Merchant
Coppersmith

Lawyer

Lawyer

Tinsmith

Grocery－

　man
Lawyer

At七〇rney

Minister

XVilder　・

Steam　ship
Co．　Owner

Reference

＄　64．500

　　　　　0

　　97．340

　　　　o

　　　　o

3．000

5．700

　　　　　，

　　．200

32．400

31．500

94．000

10．400

43．000

＄　28．000

　　　　　0

　　84．000

　　　o

　　　　o

　　　　o

　　　　o

　　　　o

22．900

24．100

9．200

o

o

・Son　of　S．　N．

　Castle

Naturalized
June　30，

　1892

Son　of　J．　W．

Smith

Grandson　of
A．Thurston
Trustee
　at　3　Corpo－

rations

Son－in－law
of

H．　Dimond
　　　　　（1836）

o　Reference　inclicates　mainly　the　connection　with　missionaries．

（R．cQieiipg？pli．lleiatiOns　of　the　United　States，　1894，　Appendix　II，　Affairs　in　Hawaii）
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別表第3表

　　　1893年成立のハワイ臨時政府首脳名簿

Narne position　’　1

　　　　　　　　　　’

Nationality

Dole，　E．　IB．

　King．　J．

　Jones，　1’．　C．

ASmith，　W．
　　o．

1一一一

President

込｛irListerc）f　Fo－

reign　Af｛airs

1～｛inister　（）f

　InteriOr

I（inister　O£

　Finance

A七tornev
　　　　　　ノGeneral

　　　Ashley，　W．G．

1　ABolte，　c．

i　ABrown，　A．

　i）xCa＄tle，　W．R．

　　　　　　　　　　　l

Damon，　S．M　1

AEmmeluth，」．

　△1／lcCa貸（ゴlless

　　　J・　“・x．

Al，lcChesney
　　　F．　XV．

　　1（organ，　J．　F．

　　Tenney，E．1）．

tf＞，Thurston，　L．A．

AWaterhousqH．

AWilder，W．C．．

Wi｝helm　E

“’lember　of
Aclvisorv
　Council’

　　　　　！ノ

　　　　　tl

　　　　　It

　　　　　ノノ

　　　　　ノノ

　　　　　tf

　　　　　tt

　　　　　tt

　　　　　tt

　　　　　ll

　　　　　tl

　　　　　Il

tl

Hawaii　born

American

Hawx，　ii　born

Americ　i，　n

American

｝tlaxvaii　born

　A111e1’ica11

Americic　n

German
American

Hawaii　born
American

　　　　　Il

American

　　　　　tt

　　　　　ft

Hawaii　born
’British

American

i’lawaii　born
American

B，　ritish

American

Haw・aii　bo｝“n

German

Occupation

Jaclge

Reference

Retired　E　hip
Captac　i　n

Banl〈er

I，．一。　svyer

Son　of　D．　Dole

Son－in－law　oi
　E．0，　Ha玉l

Son　of　J．　XV．

Smith

A’Terchant

Coppersmith

Lawyer

［r’ing．　mith

Groeeryman

Attorney

“’liniEter

“Tilder
Steac　m－ship

　Co．　Oxvner

Son　of　E．　NT．

Castle

Son　of　S．　C・．

Damon

Grandson　of
A．　Thurston

Sg）n－in－lic　w　of

　Ho　王）imo貸（1

A　indicates　the　member　of　the　Committee　of　Safety　in　1893．

1｛eferenee　indicates　the　connection　with　missionaries．．．

（Fo’喫’～！～elCtti㈱（ゾ彦lte　United　Stages，1894，　APPe〃dLi’／f，　A－ffai・i’s　i」I　HcnuaiiD－cmon，　Ethel　1’1．：　Sanfoo’d　Ballard　Dole　and　His　Haivct・ii　（／957，　Palo　Alto）i．こより劉ド婁廷）
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Far　East，　and　acted　secretly　in　concert　with　the　Meil’i　Govern－

me1ユt，　with　the　hope　of　using　theノ砂％Party　of　Japan　as　a　too1・

Based　on　the　diplomatic　documents　of　Japan　and　France，　and　a

few　of　the　important　contemporary　newspapers　of　Japan，　1　have

studied　this　subject，　with　emphasis　on　the　international　relations

between　France　and　Japan　iR　1884；　We　cannot　clearly　uRclerstand

the　infiuence　of　Ferry’s　colonial　policy　in　the　Far　East　unless　we

seax‘ch　for　the　fundamental　reasons　behind　it．　ln　this　paper，　I

have　attemptecl　to　give　some　answers　to　this．　problem．

Serfdom　and　Capitalism　in　the　Russian　Light　lndustries

　　　　　　by

Tetsur6　Aratal〈e

　　In　this　article　we　will　treat　the　development　of　the　Russian

ligkt　industries　froin　the　twenties　to　the　sixties　in　the　eighteenth

century，　with　special　reference　to　the　movement　of　peasants　into

the　city　（Moscow），　i．　e．　the　formation　of　labour　marlcet．

　　In　this　period，　a　considerable　number　of　employed　labourers　of

peasants’　origin　had　already　appeared，　and　the　peasantbourgeoisie

hac　d　risen　while　many　of　free　employed　labourer＄　ln　manufactures

could　net．　have　the　character　of　constant　labour　poxver，　as　they

were　serfdom　in　the　close　’coBtact　with　land　as　a　rent－peasant；

till　the　second　ltalf　of　the　nineteenth　century　when　peasants　gene－

rally　lost　their　land，　compulsory　labourers　subordinated　to　serfdom

played　a　transitional　part　as　the　mainlabourers．

A　Study　on　Hawaiian　Revolution　of　1893

　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　Masaya　Yamamoto

　　Hawaiian　Revolution　broke　out　with　the　assumption　that　Ha－

wail　would　be　annexed　to　the　United　States．　ln　Ameriean　history，

（　483　）



it’was．　a　mile．stone　foy　Manifest　Destiily　whose　sentiment　rea－

ched　to　its　height　at　the　period　of　the　Spanish－Amer三can　War　i1ユ

1898．On　the　other　hand，　in．　Hawaiian　history，　we　might　consider

i宅as　an　invitable　destiny　in　the　process　of　Hawaiian　modemiza－

tion．

　　Actually，　Hawaii　had　greatly　been　influenced　by　the　United

States　1n　many　aspects　by　then．　Specially，　the　American狙issio－

naries　who　came　to　the　islands　after　l820，　played　the　important

role　by　forming　the　elite　there．　Their　chi／dren，　Hawaii－born

Americans，　enjoyed　the　heritage　and　worked　for　the　modemiza．

tion　of　the三slands．　Their　idea　met　Ma，　nifest　Destiny　and　here　we

see　the　uni（墨ueness　of　this　Revoltition．

　　In　my　study，　I　should　li玉くe　to　observe　the　back導round　of　the

RevolutioB　through　the　activities　of，L．　A。　Thurstoii，　a　proannexa，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らtionist，　and　of　S．B．　Do玉e，　the　President　of　the　Provisional　Govern．

ment　of｝王awaii，　who　were　both　descendants　of　the　American

missionaries　in　Hawaii．

（　482　）


